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提   要 
 
    本文主要对日语的时态「ル形」、「タ形」和「テイル形」、「テイタ形」，「だ」和「だった」所具 




















１．彼は水を飲む。    ２．彼は水を飲んでいる。 ３．彼は水を飲んだ。 
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17．留学生センターの留学生たちは月曜日から金曜日まで、毎日 8 時 40 分までに大学に 
















  19．彼は本を読んでいる。 
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  20．彼は走っている。 
しかし、数量を表す成分を加えると、行為を実行した結果の継続を表すことになる。 
  21．彼は本を三冊読んでいる。 
  22．彼は５０キロ走っている。 
















































例 33A、例 34A の「よく」は繰り返しの頻度を意味するというよりもそのような習性、性質
を有するようになったという意味である。だから、「ル形」と共起でき、極自然な表現である。































































 46．彼女は綺麗です。      
 47．彼女は綺麗でした。 























50．石川被告は 2000 年 11 月、同会の会計事務を前任者から引き継いだ。証拠採用されてい
る引き継ぎ内容をまとめたノートには、収支報告書の作成方法などが箇条書きにされ、



































































注６：坂田雪子編著（2003）  pp．169～170 
注７：同上  
注８：町田（1989）を参照されたい。 
注９：山口明穂他編 （2001） pp．424~425 
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